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自然塾丹択ドン会は釣＝年から3年

間、東悔大人間慣境学科と靡応大仰【り

灘研究室に協力′を求め、棚田の自然調

査を待った′）

カヤネズミ、オオムラサキ…

838種の生息確認

植物252糠、クモを除き昆虫484種、

哺乳類と両生類・爬虫類各15描、鳥類

72積の討鋸捌温む記録した「

神奈川県の準絶滅危惧相として日本
一一一小さいカヤネズミ、図煤のオオムラ

サキなど37種が備認された（．
一・・万、駆除が必要な外来樺は4樺〔－

繁殖力の肇凱＼セイタカアワダチソウは

秋に弓卜き抜き、ススキも増えている〕

調査結果は自然観察ハンドブック「丹

沢山ろく名古木　棚田の生き物図鑑＿j

（夢工房）として9月に出版するn　税

別2000円rノ

同会理事長の片桐務さんr7日は「名

占木の自然の魅力、生物多様性の現状

を知り、珊旧ヨの原風靡を次の世代に引

き継ぐためのテキストとして活用して

もらえれば」と語る、問い合わせはノーメ一

隅さん二二＝電OE附「7212日）573二二へ。

神
奈
川
県
。
丹
沢
山
地
の
碑
、
秦
野
市
名
苗
木
に
美
し
い
棚
田
が
あ
る
。
N
P
O

法
人
「
自
然
鞄
村
沢
ド
ン
会
」
が
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
こ
と
し
で
二
十
年
目
を

迎
え
た
。
毎
週
土
曜
日
に
シ
ニ
ア
世
代
や
家
族
連
れ
が
農
作
業
に
汗
を
流
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
が
生
息
す
る
楽
園
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
野
呂
法
夫
）

用
水
路
で
捕
ま
え
た
ツ
チ
ガ
エ
ル

日
に
鮮
や
か
な
緑
色
の
棚
田
は

稲
が
出
穂
し
、
順
調
に
裔
つ
。
日

差
し
は
強
い
が
、
風
は
心
地
良

い
H
、
択
水
を
集
め
て
流
れ
る
用
水

路
で
、
会
の
ま
と
め
役
、
金
田
克

彦
さ
ん
（
七
七
）
＝
重
訳
都
杉
並
区
＝

は
素
早
く
網
を
入
れ
て
何
か
を
捕

ト
し
一
享
∵…

ツ
チ
ガ
エ
ル
で
す
。
小
さ
く

て
イ
ポ
イ
が
が
あ
る
け
ど
、
か
わ

い
い
で
し
ょ
」
と
笑
う
。

会
は
二
〇
〇
二
年
、
荒
れ
た
棚

田
を
農
家
か
ら
借
り
て
開
墾
し

た
、
除
草
剤
や
化
学
肥
料
は
使
わ

ず
、
手
作
業
で
草
取
り
を
す
る
】

冬
季
も
一
部
で
水
を
張
る
と
、
か

っ
て
い
た
生
き
物
た
ち
が
再
び
姿

を
現
し
た
）

酔
軽
一
月
末
、
新
し
く
つ
く
っ

た
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
生
息
空

間
ノ
に
ヤ
て
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊

が
あ
り
、
春
に
は
無
数
の
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
に
。
「
次
第
に
数
を
減

ら
し
て
い
た
け
ど
、
タ
イ
コ
ウ
手

や
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
が
捕
食

し
て
い
ま
し
た
」
と
横
浜
市
に
住

む
杵
藤
敬
三
さ
ん
字
）
は
話
す
。

こ
う
し
た
生
き
物
が
命
を
つ
な

ぐ
連
鎖
は
人
間
が
耕
し
続
け
る
共

生
の
証
し
。
昆
虫
を
餌
と
す
る
カ

エ
ル
が
、
シ
マ
ヘ
ビ
や
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
に
狙
わ
れ
、
そ
の
ヘ
ビ
は

棚
田
の
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
猛

禽
類
の
ノ
ス
リ
な
ど
に
捕
食
さ
れ

る
r

「
尊
い
と
ヘ
ビ
は
涼
し
そ
う
に

泳
い
で
い
ま
す
よ
」
と
金
田
さ
ん

に
促
さ
れ
、
畔
か
ら
日
を
凝
ら
し

二
の
人
生
か
け

た
〝
イ
未
の
輩
に
イ
ト
ト
ン
ボ
や

イ
ナ
ゴ
の
幼
生
が
止
ま
る
。
コ
ナ

ギ
の
薬
の
上
に
い
た
キ
ク
ヅ
キ
コ

モ
リ
グ
モ
が
水
辺
を
走
る
。
ヘ
ビ

に
は
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た

が
、
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で

い
た
へ
ノ

会
は
〇
四
年
に
都
市
住
民
と
農

村
を
結
ぶ
「
丹
択
自
然
数
」
を
開

講
し
た
。
参
加
者
は
会
員
を
含
め

九
十
家
族
、
百
五
十
人
。
常
寄
り

の
小
口
急
線
秦
野
駅
か
ら
バ
ス
を

乗
り
継
い
で
集
ま
る
〈

金
田
さ
ん
と
丹
藤
さ
ん
は
第
一

回
の
自
然
鞄
メ
ン
バ
ー
で
、
定
年

後
の
第
二
の
人
生
を
棚
田
の
米
作

り
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
丹
藤

さ
ん
は
元
公
務
員
で
福
島
県
西
会

津
町
の
出
身
J
　
「
こ
こ
に
は
古
里

と
同
じ
自
然
と
黄
色
が
あ
り
、
つ

い
つ
い
十
八
年
も
罠
属
し
、
毎
週

土
曜
に
薦
作
業
す
る
の
が
楽
し
み

です」損
害
保
険
会
社
に
勤
め
た
会
得

さ
ん
も
「
都
会
か
ら
離
れ
た
自
然

の
中
で
体
を
動
か
し
、
心
身
と
も

く
つ
ろ
ぐ
の
が
健
康
の
秘
訣
。
隼

き
る
リ
ズ
ム
と
な
り
長
寿
に
は
い

い
で
す
ね
」
、

メ
ン
バ
ー
は
女
性
も
多
い
。
相

模
原
市
の
千
彙
恵
子
さ
ん
（
七
も
ば

「
こ
こ
の
良
さ
は
r
三
間
㌧
で

す
。
心
安
ら
ぐ
自
然
の
空
間
、
時

間
、
仲
間
の
三
つ
と
も
満
た
さ
れ

て
、
幸
せ
で
す
」
と
語
る
〕

あ
ず
ま
や
で
噴
い
た
冷
た
い
麦

茶
が
う
ま
い
。
自
家
栽
培
し
た
大

麦
を
煎
っ
た
と
い
う
っ
お
米
も
お

い
し
い
と
評
判
だ
。
鎌
で
の
稲
刈

り
と
天
日
干
し
の
た
め
の
ハ
ザ
掛

け
は
岬
亭
七
枚
の
棚
田
が
黄
色
に

染
ま
っ
た
九
月
中
に
行
わ
れ
る
く

名
苗
木
の
棚
田
で
談
笑
す
る
左
か
ら
二

丹
陪
敬
三
さ
ん
、
千
辞
君
子
さ
ん
、
金
田
　
岬

克
彦
さ
ん
ト
神
奈
川
県
寒
野
市
で

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

扇
田
の
生
き
物
図
鑑
」
よ
り
義
援
拓
輝
氏
準
警


